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論　　文　　の　　要　　旨

〈目　的〉

　ケラチンは細胞骨格の一つであるケラチン申間径線維の構成蛋自であり，上皮細胞系では20種類の

ケラチンが分類されている。また，インボルクリンは表皮の角化マーカー蛋白の一つである。本研究

は，代表的な皮膚腫瘍におけるケラチン，インボルクリンの発現を明らかにすることにより，皮膚腫

瘍の病理診断におけるこれらの蛋白抗原に対する抗体の有用性について検討することを目的としてい

る。

〈対象および方法〉

　臨床所見ならびに病理組織学的所見より診断された基底細胞上皮腫23例，脂線上皮腫2例，皮膚有

棟細胞癌32例，日光角化症王5例，Bowe蕊病18例，ケラトアカントーマ15例の計105例を研究対象とした。

これらの症例のホルマリン固定生検組織のパラフィン切片を用いて，市販のモノクロナール抗ケラチ

ン抗体17種類とポリクロナール抗インボルクリン抗体による免疫組織化学的検証を行った。

〈結果および考察〉

　正常皮膚組織におけるケラチン，インボルクリンの発現：正常皮膚組織におけるケラチンの発現を

ホルマリン固定パラフィン切片を用いて検討した報告は少ないが，抗体によりトリプシン処理時間や

抗体の希釈濃度を調節することにより，ほとんどの抗体でそれぞれが認識するケラチンの皮膚におけ
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る局在と矛盾のない結果が得られた。

　基底細胞上皮腫におけるケラチン，インボルクリンの発現：基底細胞上皮腫の基底細胞様細胞は正

常表皮の基底細胞とは異なるケラチン発現様式を示し，外毛根鞘の狭部と下半部の境界部の最外層細

胞と同じ染色パターンを示した。またラ基底上皮腫と鑑別を要する良性腫瘍である脂線上皮腫はケラ

チンの発現様式が異なっており，両者の鑑別診断に有用であった。

　皮膚有棟細胞癌におけるケラチン，インボルクリンの発現：分化度の高い有棟細胞癌は正常表皮の

ケラチン発現と同様の染色パターンを示し，分化度が低くなると腫瘍細胞の一部に単層上皮型ケラチ

ンや粘膜上皮型ケラチンが陽性となった。また，リンパ節転移を起こした症例では原発巣ならびに転

移巣ともに単層上皮型及び粘膜上皮型ケラチンが陽性であり，転移性ポテンシャルの指標としても有

用であった。

　日光角化症，Bowen病におけるケラチン，インボルクリンの発現：皮膚の前癌病変である日光角化

症の萎縮部位は正常表皮と同じ染色所見を示し，肥大部位は表皮肥厚状態及び高分化型有棟細胞癌と

同じ染色パターンであった。一方，有嫌細胞癌のln　situ病変とされるBowe員病における異常角化細

胞では染色性が不均一で，ケラチン、インボルクリンの発現の減弱や，単層上皮型ケラチンの発現が

認められた。

　ケラトアカントーマにおけるケラチン，インボルクリンの発現：ケラトアカントーマは毛嚢の狭部

以下の外毛根鞘内倒細胞と同様の染色パターンを示し，ケラチンIが陰性で，また，異形性を示す症

例でも単層上皮型あるいは粘膜上皮型ケラチンの発現はなかった。これらの所見は組織像が類似して

いる皮膚有棟細胞癌との鑑別に有用と思われた。

審　　査　　の　　要　　旨

　皮膚腫瘍の分類は腫瘍の発生母細胞あるいはその分化の方向によって規定されている。それ故，日

常の病理組織学的診断においても腫瘍の発生病理についての高度の知識と豊富な経験が要求される。

本研究では王上皮細胞の分化に伴い発現が変化するケラチン蛋白及びインボルクリンの局在を，先ず，

正常皮膚の表皮，毛嚢，脂腺，汗腺について検討し，次いで，皮膚の代表的腫瘍である基底細胞上皮

腫、有棟細胞癌，日光角化症，BOWe巫病，ケラトアカントーマの多数例について比較検討し，これら

の発現様式が皮膚腫瘍の発生。分化を知る上で有用であることを明らかにしている。特に，ルーチン

の病理組織検査に使用されているホルマリン固定パラフィン切片が使用できることを指摘したことは

重要で，皮膚腫瘍の診断ならびに鑑別，腫瘍の分化度や悪性度の判定などに手軽に使用できる有用な

マーカーとしての今後の発展が期待できる。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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